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10 第1回 実験美学セミナー(第127回 バイオサイコシンポジウム共催)

「描くことの進化と発達の起源を探る～ チンパンジーとヒトの幼児の描画行動から～」

Exploring genesis of evolution and develpment of drawing－

the drawing behavior in Chimpanzees and human children

開催日  2010年12月6日

企画 川畑秀明(脳 と進化班)
講演者  齋藤亜矢(京 都大学野生動物研究センター、東京藝術大学)

 2010年12月6日 、三田キャンパス内で京都大学野生動物研究

センターおよび東京藝術大学の研究員齋藤亜矢博士 をお招 きし

て、第1回 実験美学セミナーか開催 された。当 日は本学内外よ

り多数の参加者が集まった。齋藤博士は、京都大学霊長類研究

所の天才チ ンパンジーとして知られるアイちゃんなどを対象に

描画行動を実験的に研究してきた。同時にヒトの幼児でも同様

の観察 を実験的に試みている。

 今 回の発表では、齋藤博士が長年取 り組まれてきた実験結果

から、絵 を描 くことの認知的な基盤 とは何かという大きなテー

マについてお話いただいた。描画行動の進化 ・発達 的な起源

を、チンパ ンジー とヒト幼児 を対象 とした比較認知科学的な研

究である。絵筆を器用 に操作 しながら具体的な物の形(表 象)

を描こうとしないチンパンジーと、な ぐりがきから表象描画に

移行す る時期のヒトの相違はどこにあるのか。刺激図形を用い

た課題からはイメージの想起や補完 との関連が示唆 された。

 チ ンパンジーで も筆遣いのタッチや色の配置などの特徴、い

わゆる画風のようなものがある。なくり書 きのようで、 しか し

そこには 「個性」を感 じさせ る。 しかし、チンパ ンシーは具体

的な物 を描 くことはない。それを、齋藤博士は、線 をひく手の

動きを上手 く調整で きないという技術的な問題、何 らかの認知

的な問題、あるいは描 こうとしないだけ という意欲の問題 とし

てとらえ、ヒ トの幼児の描画行動 と比較 しなが ら明らかにして

いこうとする。顔のパーツが欠けている線画に、 どのように線

や点を書 き加えてい くかをみる 「画竜点晴」課題からは、チン

パ ンジーの線を調整 して描 くための技術 的な問題よりも、「な

いもの」 を補 うことができない、という認知的な問題の方が関

わっていることか分かってきたとい う。

 チ ンパンジーとヒ ト。それ らが進化的に分れたのは600万 年

ほど前だ。「描 く」 という行為か ら垣 間見える心の進化 とは、

表象が どのように獲得 されていたか ということであり、その問

題提起は、多 くの参加者の心をつかみ、活発なテ ィスカノシ ョ

ンが行われた。

The lst seminar on experimental aesthetics was held on

December 6th at Keio University Dr Saito from Kyoto

Umversrty had a talk about her studies on drawing behavior

mChimpanzees and human children based on comparative

cognitive science
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